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環 境 課からのお知らせ

■問い合わせ／環境課　☎８８０－６５５７

日 月 火 水 木 金 土

1
（第１・土）

（第２・火）

2 3

（第２・月）

4

（第３・火）

5

（第２・水）

6

（第２・木）

7

（第２・金）

（第１・月）（第１・火）（第１・水）（第１・木）（第１・金）
8

（第２・土）

9 10

（第３・月）

11

（第４・火）

12

（第３・水）

13

（第３・木）

14

（第３・金）

15
（第３・土）

16

23
30

17

（第４・月）

18 19

（第４・水）
24 25

20

（第４・木）

21

27
（第４・金）

26

22

28 29
（第4・土）

●9月の例

　各ごみの収集日については「南国
市の家庭ごみの分け方・出し方｣ を
ご覧ください。最新版は ｢平成30年
作成」です。市役所総合案内、各支
所で配布しています。
　第○・○曜日がご家庭のカレンダー
でいつなのかわかりにくい場合は、
右の表を参考にしてください。

　

　
市
で
は
生
ご
み
処
理
器
具
の
購
入

者
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

○
補
助
金
（
購
入
金
額
の
２
分
の
１

以
内
）

・
電
気
式
　
上
限
3
0
，0
0
0
円

・
好
気
式
（
コ
ン
ポ
ス
タ
ー
式
）

　
上
限
　
3
，0
0
0
円

・
嫌
気
式
　
上
限
1
，0
0
0
円

※
領
収
書
、
購
入
明
細
書
、
保
証

書（
電
気
式
の
み
）等
が
必
要
で
す
。

※
補
助
金
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

※
申
請
方
法
な
ど
詳
し
く
は
環
境
課

へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
生
ご
み
処
理
器
具
の
効
果
】

　
香
南
清
掃
組
合
に
お
け
る
南
国
市

の
昨
年
度
の
可
燃
ご
み
の
量
は
約

1
1
，2
0
5
ト
ン
で
、
そ
の
う
ち
生

ご
み
の
割
合
は
平
均
7.8
%
で
し
た
。

生
ご
み
処
理
器
具
を
使
っ
て
、
生
ご

み
の
排
出
を
無
く
す
と
、
一
人
当
た

り
年
間
約
18
㎏
の
可
燃
ご
み
が
減
り

ま
す
。
ご
み
出
し
の
量
が
減
っ
て
、

袋
代
の
節
約
に
も
な
り
ま
す
。

　
南
国
市
で
は
地
球
温
暖
化
対
策
の

た
め
、市
庁
舎
等
の
事
務
事
業
に
よ
っ

て
排
出
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
削
減

生
ご
み
処
理
器
具
補
助
金
に
つ
い
て

南
国
市
地
球
温
暖
化
対
策

実
行
計
画（
事
務
事
業
編
）の

取
組
状
況
に
つ
い
て

　
ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
き
ま
す
。

熱
中
症
対
策
の
た
め
に
も
、
気
温
が

高
い
日
は
、
た
め
ら
わ
ず
エ
ア
コ
ン
を

使
用
し
ま
し
ょ
う
。
使
い
方
を
工
夫

し
て
節
電
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

○
室
内
温
度
は
28
℃
を
目
安
に
温
度

設
定
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
エ
ア
コ
ン
は
起
動
時
に
一
番
多
く
電

気
を
消
費
し
ま
す
。
短
い
時
間
部

屋
を
空
け
る
と
き
は
、
切
ら
ず
に

点
け
た
ま
ま
に
す
る
と
消
費
を
抑

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
冷
房
時
は
ド
ア
、
窓
の
開
閉
は
少

な
く
。
レ
ー
ス
の
カ
ー
テ
ン
や
す
だ

れ
で
日
差
し
を
カ
ッ
ト
し
ま
し
ょ

う
。

○
外
出
時
は
カ
ー
テ
ン
を
し
め
る
と

効
果
的
。
日
差
し
で
部
屋
が
暑
く

な
る
の
を
防
ぎ
ま
す
。

○
扇
風
機
を
併
用
し
ま
し
ょ
う
。
人

に
向
け
て
エ
ア
コ
ン
の
冷
気
を
送
風

す
る
こ
と
で
涼
し
く
感
じ
ら
れ
、

部
屋
全
体
を
冷
や
す
必
要
が
無
く

な
り
ま
す
。
最
近
は
人
を
感
知
し

て
送
風
す
る
エ
ア
コ
ン
も
あ
り
ま

す
。

○
室
外
機
の
ま
わ
り
は
整
理
整
頓
。

風
通
し
を
よ
く
し
ま
し
ょ
う
。

省
エ
ネ
の
コ
ツ

INFORMATIONINFORMATION

削減目標　　 達成度（平成29年度）
７％削減 4.3％減　非達成
７％削減 13.4％減　　達成
７％削減 4.3％増　非達成
７％削減 15.6％増　非達成
７％削減 171.5％増　非達成
  90.0% 利用率98.8%　　達成
７％削減 5.5％減　非達成

ガソリン使用量
軽油使用料
電気使用量
用紙購入量
コピー使用量
再生紙利用率
温室効果ガス

に
全
職
員
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

平
成
26
年
度
か
ら
32
年
度
の
７
年
間

を
第
３
次
計
画
期
間
と
し
、
７
％
の

削
減
等
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　
第
３
次
計
画
期
間
の
取
り
組
み
状

況
は
左
記
の
通
り
で
す
。
目
標
非
達

成
の
項
目
も
あ
り
ま
す
が
、
計
画
期

間
全
体
の
削
減
率
は
6.59
%
に
達
し
、

順
調
に
削
減
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。

29
年
度
１
年
間
に
お
い
て
は
、
基
準

年
度
比
で
非
達
成
項
目
が
多
く
見
ら

れ
ま
す
の
で
、
今
後
も
引
き
続
き
地

球
温
暖
化
対
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す

本年８月から介護保険制度の改正になる内容についてお知らせいたします。

平成３０年８月からの介護保険制度改正について

　介護サービスを利用する場合には、費用の一定割合を利用者の方にご負担いただくことが必要です。
　介護保険制度を今後も持続可能なものとし、世代内・世代間の負担の公平、負担能力に応じた負担を求める
観点から、見直しを行うものです。

※１合計所得金額とは、収入から公的年金等控除や給与所得控除、必要経費を控
除した後で、基礎控除や人的控除等の控除をする前の所得金額をいいます。また、
長期譲渡所得及び短期譲渡所得に係る特別控除を控除した額で計算されます。

※２その他の合計所得金額とは、※１の合計所得金額から、年金の雑所得を除い
た所得金額をいいます。

○第 2 号被保険者（40 歳以上 65 歳未満の方）、市民税非課税の方、生活保護受
給者は上記に関わらず 1 割負担です。

　要介護・要支援認定を受けた方は、毎年 7 月に、利用者負担が 1 割の方、2 割の方、
3 割の方も、市から負担割合が記された証を交付します。
　この負担割合証を介護保険被保険者証と一緒に保管し、介護サービスを利用す
るときは、必ず 2枚一緒にサービス事業者や施設にご提出ください。

○ 高額医療合算介護（予防）サービス費とは、医療保険と介護保険における１年間（毎年 8 月 1 日～翌年 7
月 31 日）の自己負担の合算額が高額な場合に、さらに負担を軽減する制度です。

見直し内容 （※７０歳以上の方がいる世帯が対象となります）
○ 現役並み所得者については、現役世代と同様に、細分化した上で限度額を引き上げます。
○ 一般区分については、限度額を据え置きます。

現役並みの所得のある方は、介護サービスを利用した時の負担割合が
3割になります。
現役並みの所得のある方は、介護サービスを利用した時の負担割合が
3割になります。

高額医療合算介護（予防）サービス費が見直しされます高額医療合算介護（予防）サービス費が見直しされます

利用者負担の判定の流れ

現行 見直し後

本人の※１合計
所得金額が220
万円以上

年金収入＋※２その他の合計所得金額が単身世帯で340万円以上、
または2人以上世帯で463万円以上

年金収入＋※２その他の合計所得金額の合計額が単身世帯で280万円
以上340万円未満、または2人以上世帯で346万円以上463万円未満

年金収入＋※２その他の合計所得金額の合計額が単身世帯で280
万円以上、または2人以上世帯で346万円以上

年金収入＋※２その他の合計所得金額の合計額が単身世帯で280
万円未満、または2人以上世帯で346万円未満

本人の※１合計
所得金額が160
万円以上 2 2 0 万
円未満

本人の※１
合計所得金額が 
160万円未満 

65
歳
以
上
の
方

3割負担

2割負担

2割負担

1割負担

1割負担

　　　所得要件
現役並み所得者（課税所得145万円以上）
一般所得者

算定基準額
６７万円
５６万円

　　　所得要件
課税所得６９０万円以上
課税所得３８０万円以上
課税所得１４５万円以上
一般所得者

算定基準額
２１２万円
１４１万円

６７万円（据え置き）
５６万円（据え置き）

健康文化都市・南国健康文化都市・南国保健福祉センターからのお知らせ保健福祉センターからのお知らせ
この印の事業は南国市健康ポイント
の対象事業です。

この印の事業は高知家健康パスポートの
ヘルシーシールの対象事業です。

南国市健康ポイントのお知らせ

☆「みんなァ‼de歩こう南国市」 (原則、月１０日を３ヵ月記録)
 従来１ポイント → １０ポイント！

☆「みんなァ‼de血圧測定南国市」　(原則、毎日朝晩１ヵ月記録)
 従来１ポイント → １０ポイント！

☆「四国一周ウォーキング」(約半年～１年程度記録)
 従来３ポイント → ３０ポイント！

☆「みんなァ‼de歩こう南国市」 (原則、月１０日を３ヵ月記録)
 従来１ポイント → １０ポイント！

☆「みんなァ‼de血圧測定南国市」　(原則、毎日朝晩１ヵ月記録)
 従来１ポイント → １０ポイント！

☆「四国一周ウォーキング」(約半年～１年程度記録)
 従来３ポイント → ３０ポイント！

●記録紙の提出・問い合わせ
　保健福祉センター　☎ 863-7373

※所定の記録用紙に記入して提出してください。　※記録用紙の設置・配布場所：保健福祉センター・市役所１階ロビー

南国市健康ポイントのお知らせ

対象となる個人の取り組み

健康に関する個人の取り組みへの「ポイント」が大幅アップします！
(平成30年9月受付分～)

南国市不妊治療費等
助成事業のご案内
南国市不妊治療費等
助成事業のご案内

不妊検査、不妊治療を受けられたご夫婦に、治療に要した費用の一部を助成する事業です。

事業の概要

申請に必要な書類

【申請場所】南国市保健福祉センター　電話　863-7373
 住　　所：南国市大埇甲 320（〒783-0004）
 受付時間：平日　8：30 ～ 17：15　（※12：00 ～ 13：00 を除く）

※１　特定不妊治療費助成申請の場合、高知県知事に提出する「特定不妊治療費助成事業受診等証明書」の写しが提出でき
る場合はこの証明書に代えることができます。

※２　不妊治療費等助成事業に関する同意書が提出され、住所が確認できる場合は、▲の書類は省略できます。
※３　高知県が実施する特定不妊治療費等助成事業のため原本を提出する場合は、写しを提出してください。

 一般不妊治療 特定不妊治療 
⒈　不妊治療費等助成事業申請書 ○ ○ 
⒉　不妊治療費等助成事業医療機関等証明書 (※１) ○ ○ 
⒊　法律上の夫婦であることを証明できる書類 ○ ○　　（夫及び妻が同一世帯に属さない場合に限る。） 
⒋　控除額等が確認できる所得課税証明書 ○ ○ 
⒌　住民票など住所を確認できるもの（※２） ▲ ▲ 
⒍　不妊治療等に要した費用の領収書 (※3) ○ ○ 
⒎　振込先口座番号が確認できるもの ○ ○ 
⒏　印鑑（スタンプ印は不可） ○ ○ 
⒐　特定不妊治療費助成決定通知書の写し - ○

対象治療

 対象者

※①～⑥の
　全てに該
　当する方

助成額

助成期間

申請期限

一般不妊治療
不妊検査・タイミング療法・人工授精等

A

夫
妻

80,000
80,000

B　控除計

所得証明書
の所得金額

雑損
控除額

医療費
控除額

障害者控除額
(普通)270,000
円×該当人数

障害者控除額
(特別)400,000
円×該当人数

勤労学生
控除

270,000円

所得額

(A-B)

C 所得の合計額

①法律上婚姻関係にある夫婦
②夫婦の両方又はいずれか一方が南国市に住所を有し、かつ、居住している方
③夫婦が医療保険各法の規定に基づく被保険者、組合員または被扶養者である方
④夫婦の前年の所得の合計額が 730 万円未満である方（※計算方法は下記の表のとおり） 

⑤市税等の滞納がない方
⑥他の自治体において同一の助成を受けていない方 ( 高知県の助成を除く）

１年ごとに５万円を限度
ただし１年とは、3 月１日～翌年２月末日までとする

2 年

体外受精または顕微授精

特定不妊治療

特定不妊治療に要する費用として対象者が負担すべき額
から、高知県からの助成を受けた額を控除した額につい
て、１回につき 10 万円を上限

特定不妊治療費助成決定通知書の発行日から１年以内
ただし申請対象は、平成３０年４月１日以降に発行され
た決定通知書とする

毎年、２月末日までとする。
（例：平成３０年３月１日～平成３１年２月２８日まで
の治療分の申請期限は平成３１年２月２８日まで）

給付回数・期間については「高知県不妊に悩む方への
特定治療支援事業」に準じる

児 童 手当 施 行
令第３条第１項
の控除額※所得
がある方のみ

夫と妻のC欄の
合計　※この額
が730万円未満
なら助成の対象

※「南国市健康ポイント」は、高知家健康パスポートを取
得した人を対象に行う南国市の独自の健康ポイント
制度です。高知家健康パスポートのポイントや「南国
市健康ポイント」(南国市独自のスタンプ)をパスポー
トに集めると賞品に応募できます。

楽しみながら「健康寿命を延ばそう」

9月 9日は救急の日です。9月9日は救急の日です。
○救急の日・救急医療週間とは
　　救急医療及び救急業務に対して、皆様に正しい理解と認識を深めていただくとともに、救急医療関係者の意識の高揚

を図ることを目的に、毎年９月９日を「救急の日」とし、この日を含む１週間は「救急医療週間」と定められています。
　　この機会に、救急医療や救急状況を理解していただき、応急手当ての必要性や救急車の適正な利用について考えてみ

てください。

○南国市の救急業務状況
　　南国市消防本部管内における平成29年中の救急出動件数は2,731件で、前年と比較すると281件の増加、病院へ搬

送した傷病者は2,566人で、前年と比較すると288人増加しています。また、病院へ搬送された傷病者のうち1,238人が
入院の必要のない軽症者で、全体の約５割を占めます。

○救急車の適正利用のお願い
　　近年、救急出動件数は増加傾向にあり、救急要請が重なり救急車が不足し、救急要請された現場に救急車が到着す

る時間が長くなる傾向にあります。
　　軽いけがや緊急性のない症状での救急要請は、心筋梗塞や脳卒中、重大なケガなど生命の危険のある方への対応が

遅れる可能性があります。
　　本当に救急車を必要としている人のため、救急車の適正利用にご協力お願いします。

○受診可能な病院がわからない場合
　　夜間や休日に具合が悪くなったりケガしたりした時、救急医療情報センターに問い合わせると受診が可能な医療機

関を教えてくれます。年中無休の２４時間体制で対応しています。電話番号は８２５－１２９９です。

○お子さんが急病の場合には
　　子どもの具合が急に悪くなったけど、医療機関を受診したほうがいいか迷ったときは、「こうちこども救急ダイアル」に

電話すると、看護師さんが相談に応えてくれます。相談は午後８時から翌日午前１時までで、３６５日対応しています。電
話番号は＃８０００または８７３－３０９０です。


